















































































































































































































































































































0 B D A電流（μA
図2
→
　　　び0％における電流を打点する。［100％における点をC，0％における点をBとす
　　　る。］
　　④BとCを直線でむすぶ。［これが「検量線」となる。］
　　⑤洗浄実験で得られた電流値を横軸上にとる。［点D。］
　　⑥点Dから垂線をのぼし，検量線との交点を点Eとする。
　　⑦点Eから縦軸に向け，横軸に平行な直線を引き，縦軸との交点を点Fとする。この点
　　　が洗浄率を示す値である。
　　注）補助実験により，この検量線は直線になることが確認されている。
＝留意点，実験結果，応用実験の例など。
　・一般家庭で使用されている洗濯洗剤以外，特殊な薬品を使用することがない実験なので安
　　全度は高い。
　・検量線の理論などはあらかじめ時間を設定して充分に理解させておく必要がある。
　・反射率測定器は有色の汚れに関するものしか測定できず，また蛍光増白剤の多量に入った
　　洗剤では測定値に誤差が生じるという難点があるので，より正確な結果を期待するなら蛍
　　光増白剤についての指導も行なう必要がある。
　・実験結果についての生徒の関心の度合いは予想以上のものであり，「酵素パワーについて
　　の比較は出来ないものか。」「もっと色々な洗剤について実験し，最も汚れ落ちの良い商品
　　を知りたい。」などの意見が多数寄せられた。
　・この実験の検量線は，0％と100％の値（2点）のみで描くという，かなり大胆な方法で
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ある。検量線について，より細かな指導をしようとする場合には，中間点の値も打点する
必要がある。また「最小自乗法」などの説明も取り入れることも出来る。（高3で実施の
場合は大学での実験のデータ処理のための知識として「最小自乗法」の説明も，演習問題
を用いて行なった。）
おわりに
　以上の実験は，用いる試料が家庭科とも重なり，生徒の間からは「これって本当に理科実験
なんですか？家庭科の実習では？」という声も聞かれる。しかし着眼点や実験理論を説明する
と理科の教科書の内容との関連性があまりにも多いことに驚く者が多数であった。もちろん日
常生活という観点で実施すれば家庭科での実施も可能であると私自身思っている。
　ただし高校での指導内容を逸脱している部分のある事も事実であり，改良の余地は多々随所
に存在する。今後の検討課題と考えている。
　「高校3年生にもなってこの程度の実験をやっているのか。」との意見もあるであろうが，私
は「得られるデータに新たな発見と喜びがあり日常生活の中で理科的な着眼点が生まれる」の
が理科実験の学年を越えた大きな目標（テーマ）のひとつなのではないかと考えている。
　これからも，実験の後で，「あ一面白かった。」「○○って，中にこんな成分が入ってるんだ
一。」「教科書に書いてある事って，ここで使われているんですね。」「計算は大変だけど結果が
知りたくて，つい必死になってレポート作ってしまいました一。」「家に帰ってお母さんに教え
てあげよう。」「次の実験は何ですか？何を準備すれぽ良いですか？」などの声が生徒の中から
自然に起こるような理科実験を考案・実施して行こうと考えている。
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